
３/２０(木) 春分の日  ：天体観測による春分が起こる春分日が選定され休日とされる。

 「昼と夜の長さが等しくなる日」といわれるが、実際は昼の方が少し長い。 

 

「新しい１歩を踏み出すみなさんに」 
  ～デジタル社会だからこそ大切にすべきものは～    

                                            
                                     校長 佐藤 専太郎 

 
人類がこれまで歩んできた社会（1.0狩猟・2.0農耕・3.0工業・4.0情報）に次ぐ新たな社会（Soci

ety5.0）は、デジタル革新とイノベーション（新機軸）を活用することで実現する社会と言われて久し

いですが、自分自身が未だに追いつけていないことを実感する毎日です。 

釜山日本人学校に勤めていた2001年、ロボットと人間が共存する近未来を舞台に人口知能をも

つロボットの冒険を描いた「A.I.」というアメリカの映画を観ました。当時、日本よりもICTの発展がめ

ざましかった韓国で生活していたなか、現実と仮想が曖昧になった世界で、我々が人間であることの

根源をどこで感じることができるのかと恐怖心を持ったことを記憶しています。 

あれから四半世紀の月日が経ち、令和に生きる子どもたちは生まれたときからパソコンやスマートフ

ォンなどが身近にあり、インターネットを使ったゲームや通信などを自由自在に使いこなして成長してい

ます。問題点として、動画や画像などが簡単に手に入りやすいため、知識や情報を鵜呑みにすることで

顔が見えない相手との通信等で危険な状況に陥って、大切な友達から信頼を失うなど負の部分があ

ると言われています。また、多くの人と話し合い協働することを苦手として、知識はあるがコミュニケー

ションがうまく取れず、人間関係を築く力が身につかずに大人になってしまうことも心配されています。 

常盤松中の生徒たちは、学校生活で友達とコミュニケーションをとれているでしょうか。自分の気持

ちをきちんと伝えたり、相手の気持ちをしっかりと理解したりすることは、大人でも難しいことです。こう

した時代だからこそ、コミュニケーション能力と自らの考えを発信する意識が必要となります。子どもた

ちには、知識や技能を見につけることはもちろんのこと、多くの体験やさまざまな人と関わることで価値

観や考えに触れ、物事に対して深く考えてもらいたいと思います。 

コミュニケーションとは、①会って話す、②電話等、相手が見えない形で

話す、③メールのように、文字だけでやりとりするなどさまざまです。誤解や

勘違いから、いじめと感じてしまうこともあるのではないでしょうか。アメリ

カの心理学者でメラビアンの行った実験では、言葉（文字）だけの場合、伝

えたい情報量の７％しか伝わらなかったそうです。残りは、３８％が耳から

で、５５％が目からの情報だそうです。人間は、相手が見える（対峙する）こ

とで、安心して話せる。反対に、相手が見えない状態で文字だけだと、自分

の真意が伝わらずに誤解やトラブルを招きかねません。このことは、児童・生徒のスマートフォン使用状

況からもわかります。 

①体を話し相手に向けて聞く。手を伸ばすと届く程度の距離感が良い。 

②目線を相手の高さと同じにする。見下ろしたり見上げたりしないで聞く。また視線をはずさ 

 ないでアイコンタクトを意識する。 

③うなずきながら聞く。うなずくと、話し相手も聞いてもらっていると感じるそうです。 

④リラックスして聞く。忙しい時ほど一生懸命聞いた方が、相手の話が早く終わるかもしれま 

 せん。 

オンラインの世界では、アバターと人間の区別がつかなくなるという現実が既に訪れています。現実

の世界もそうなってしまわないよう人間どうしのリアルなコミュニケーションを大事にしなくてはならない

と感じました。大切なことは、体を使って聞くことだと思います。心や感動は目に見えません。時として

友達の目を見ただけで気持ちが通じたというような経験をたくさんしたことと思います。２月末のコミュ

ニティスクールでも、「挨拶の重要性や励行」が話題になりました。３年生の皆さんは、新しい環境や新

天地での生活が、１，２年生は、新しい仲間や次のステップに向けてよりよい人間関係を築き続け、精

神的にも強い人間になってもらいたいと思います。 

 
●新入生体験入学 

 

２月６日（木）に、新入生体験入学を本校で行いました。来年度、本校に入学予定の小学生約２００名

が来校し、授業体験や部活動見学を行いました。 

生徒会が中心となって全体の企画を考え、学校紹介やレクを行いました。初めは緊張していた小学

生も、徐々に緊張が解け、笑顔が見られたり、楽しく授業に参加したりする姿が見られました。 

限られた時間ではありましたが、４月から後輩になる小学生を迎え、１学年は先輩の顔に、２学年は最

高学年の顔になっていたのが印象的でした。 
 

 

 

 

 

 

 

●千葉県中学校新人駅伝大会 男子準優勝！ 

 

２月８日（土）柏の葉公園で、第１４回千葉県中学校新人駅伝大会が行われ、準優勝という結果を収

めました。 ２区の２年生三髙君が積極的な走りで、見事区間賞を獲得しました。来年度の各大会に向

けて、今後の飛躍に期待します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

●３月の主な予定 

 

4(火)  千葉公立発表              1７(月)   学年末保護者会、授業参観 

 ３年給食なし                       PTA運営委員会 

6(木)  ３年生を送る会               18(火)   全校委員会 

１１(火)  卒業式予行                          給食最終日 

        3年生給食最終日          20(木)   春分の日 

１２(水)  卒業式準備                 21(金)   大掃除 

１３(木)  卒業証書授与式             24(月)   修了式、辞校式 

１４(金)  評議委員会（昼休み）                  

 

学校だより３月号                        令和７年２月２８日 

      欅(けやき)欅流山市立常盤松中学校 

新たな一歩を踏み出す 

自ら「学ぶ・鍛える・磨く」 
    自分の考えに自信をもち、他を思いやりながら自己実現できる生徒の育成 

 ～知・徳・体の調和のとれた、心身ともに逞しい生徒～ 


